
赤
松
小
三
郎
は
上
田
の

下
級
武
士
。
勝
海
舟
の
従

者
と
し
て
幕
府
の
長
崎
海

軍
伝
習
所
で
員
外
聴
講
生

と
し
て
学
ん
だ
。
大
変
優

れ
た
人
で
、
英
国
の
軍
隊

の
指
導
書
「
英
国
歩
兵
練

法
」
を
翻
訳
。
京
都
に
私

塾
を
設
け
た
。
東
郷
平
八

郎
も
そ
の
門
下
生
の
一
人
。

赤
松
は
一
八
六
七
年
に

民
主
的
な
政
権
の
構
想
を

幕
府
や
薩
摩
に
提
案
。

そ
れ
は
朝
廷
と
幕
府
を

合
体
し
行
政
府
と
し
、
立

法
府
は
全
国
民
の
普
通
選

挙
に
よ
る
下
局
と
諸
侯
、

公
卿
、
旗
本
か
ら
な
る
上

局
で
構
成
。

し
か
し
、
政
権
を
奪
取

し
つ
つ
あ
っ
た
長
州
勢
や

薩
摩
勢
に
は
、
天
皇
を
絶

対
的
存
在
に
祭
り
上
げ
た

方
が
都
合
が
良
か
っ
た
ら

し
い
。
赤
松
小
三
郎
は
薩

摩
藩
の
中
村
半
次
郎
に
暗

殺
さ
れ
た
。

小
三
郎
は
京
都
市
東
部

の
く
ろ
谷
の
金
戒
光
明
寺

に
葬
ら
れ
た
。
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来
週
は
休
み
ま
す

こ ん か い こ う み ょ う じ

厚
労
省
は
毎
月
全
国
の

事
業
所
の
賃
金
、
労
働
時

間
等
を
集
計
し
て
い
る
。

毎
月
勤
労
統
計
と
云
い
、

雇
用
保
険
、
労
災
、
育
児

休
業
、
介
護
休
業
等
の
給

付
の
ベ
ー
ス
と
な
る
。
五

百
人
以
上
を
雇
用
す
る
事

業
所
全
て
を
対
象
と
す
る

決
ま
り
。
し
か
し
、
東
京

だ
け
調
査
対
象
を
三
分
の

一
に
。
厚
労
省
参
事
官
は

「
五
百
人
以
上
の
会
社
は

賃
金
が
高
い
。
三
分
の
二

が
抜
け
る
と
全
体
の
賃
金

は
下
が
る
」
と
云
う
。
こ

れ
で
統
計
上
の
賃
金
は
○
・

六
％
低
下
。
そ
の
結
果
、

失
業
、
労
災
、
育
児
休
業

等
の
給
付
金
額
も
減
少
。

結
局
、
千
九
百
万
人
に
計

五
三
七
億
円
給
付
減
。

要
す
る
に
給
付
を
抑
え

る
為
に
調
査
対
象
を
三
分

の
一
に
し
た
の
で
は
？

二
つ
目
の
か
ら
く
り

さ
て
二
〇
一
八
年
厚
労

省
は
デ
ー
タ
を
補
正
。
無

視
し
て
い
た
東
京
の
三
分

の
二
を
統
計
に
含
め
た
。

こ
れ
で
実
際
の
賃
金
は
上

が
っ
て
い
な
い
の
に
統
計

上
の
賃
金
は
ア
ッ
プ
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果

で
賃
金
が
上
が
っ
た
」
と

内
閣
府
は
嘘
の
宣
伝
。

安
倍
内
閣
の
デ
ー
タ
は
？

ア
ベ
自
公
政
権
の
出
す

デ
ー
タ
は
疑
問
だ
ら
け
。

裁
量
労
働
制
の
デ
ー
タ

捏
造
、
障
害
者
雇
用
の
水

増
し
、
外
国
人
技
能
実
習

生
の
残
業
代
、
業
務
上
の

怪
我
で
も
補
償
無
し
。
森

友
で
は
ゴ
ミ
水
増
し
。
政

府
の
身
障
者
雇
用
で
は
対

象
外
の
人
を
数
え
た
。
文

科
省
農
水
省
が
獣
医
大
学

の
定
員
増
を
否
定
し
た
の

に
、
特
区
と
し
て
加
計
の

獣
医
学
部
新
設
を
認
め
た
。

朝
鮮
半
島
の
平
和
の
動

き
を
無
視
し
て
武
器
爆
買

い
。
呆
れ
ま
す
ね
。

捏 造 の か ら く り

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


